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 ７月１日（木）、田村市立都路中学校生徒 26 名と教職員が、地域における自然

体験活動として都路町のグリーンパーク都路を会場に様々な体験を行いました。 

 小雨が降る中、最初に、施設内の大麦農園を見学しました。生徒たちは、ここで

育った大麦でクラフトビールがつくられていることを知ると、身近なところにこの

ような施設があるんだと感心している様子でした。その後は、市内の企業である西

山産業の出前講座として、オリジナルのコップづくりを全員で体験しました。それ

ぞれ工夫しながら自分なりの作品をつくることができました。「家に帰ってから、

何を飲もうかなあ」という声が数名から聞こえてきました。さらに施設のプログラ

ムにあるフライングディスク体験や展望台見学も行いました。 

今回の都路中学校のねらいは、地域を見つめ直し、郷土の理解を深め、愛着をも

つということであり、生徒たちの経験はこの目的を達成するに十分であったと思い

ます。今後も地域との連携、地域施設の活用等を地域連携担当教職員の先生を中心

に積極的に進めていただき、地域連携協働活動がますます活性化すること願ってお

ります。 
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今年度も「地域と共にある学校」を理念と 

                 した学校と地域の連携の在り方や地域人材の 

                 活用、地域行事への参加等について具体的な

事例をもとに、必要に応じたアドバイス等を行う地域連携推進訪問を実施していま

す。７月１２日（月）には天栄村立天栄中学校、１３日（火）には石川町立石川小

学校に訪問させていただき、管理職の方々や地域連携担当教職員と地域との関わり

の現状や今後の活動予定、悩みや困りごとなどについて話合うことができました。

地元を知ろうよ  田村市立都路中学校 
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今後も各学校における体験活動が充実するなど、地域に根ざした特色ある学校づく

りがさらに推進されるよう、できるかぎりの支援を行いたいと考えております。 

 

 

 

 

 

※ 訪問予定校以外でも、要望がある場合には、電話等で申込みください。日程 

調整し訪問させていただきます。また、県中教育事務所社会教育担当がぜひと 

も訪問し話を伺いたいということがあった場合には、当方より御連絡させてい 

ただくこともありますので、その際は御対応よろしくお願いいたします。 

 

 

社会教育研修会は、市町村からの要請に基づき、毎年、県中教育事務所の担当が

市町村に伺い、生涯学習・社会教育のさらなる進展を目指し、ともに研修を行うと

いうものです。 

 7 月７日（水）に、「現代的課題とこ 

れからの社会教育」というテーマで、 

古殿町の社会教育関係者を対象に研修 

会を行いました。地域を取り巻く現状 

として、少子高齢化、過疎化、地域の 

衰退、地域や家庭の教育力の低下、そ 

して人生１００年時代、やりがい・生 

きがい、SDGｓなど取り組まなければ 

ならないことがたくさんあります。 

このような中で大切なことは、人づ 

くり、地域づくり、つながりづくりで 

あると私たちは考え、その目指すもの 

を達成するためにどうすればよいのか 

について、ポイントを①長寿命化社会 

における生涯学習 ②学校を核とした地域活性化 ③家庭教育の充実にしぼり、共

に考えるよい機会となりました。 

 

 

 

 

 

                 

 

社会教育研修会 

 

本社会教育研修会は市町村の実態に応じた内容で行える研修会ですので、も

し実施したいなと思われたのであれば、まだ大丈夫です。県中教育事務所社会

教育担当までご連絡ください。なお、12 月には玉川村で研修会を予定してお

ります。 
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【令和３年度訪問校及び予定校】 

天栄村立天栄中学校 石川町立石川小学校 田村市立緑小学校 平田村立小平小学校 

田村市立美山小学校 田村市立都路中学校 

 
 

 

古殿町社会教育研修会の様子 

 


